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はじめに
グループ作業と情報共有は、大企業の日常的な業務の中で、重要性を増し続けています。グルーウ作業では、情報を簡単に検索、操作し、ワークグループ、エンタープライズ、およびパートナ間で交換できなくてはなりません。一方、Web プロトコルをベースにしたネットワークはインストールと管理が簡単で、異なるプラットフォームが混在する環境での情報へのユニバーサル アクセスを実現します。その結果として、多くの企業はコラボレーティブ プロセスのインフラストラクチャとして、Web (インターネットと企業内イントラネット) を利用するようになりました。Microsoft® Office 2000 は、HTMLを標準ファイル形式と同様に使用する初めての製品であり、Web 用のドキュメントを印刷するためのドキュメントと同じように簡単に作成できます。
ユニバーサル ビューイングを可能にした HTML
Microsoft Office は、長年にわたって、発行媒体の種類を問わず、高品質なドキュメントとコンテンツを作成するための標準的なツールとして使用されてきました。Microsoft Office 97 は、HTML ドキュメント作成のための統合ツールを備えた最初のバージョンです。Office 97によってOffice ユーザーは見慣れていて使いやすい Office Web ドキュメントを作成できるようになりました。
しかしながら、HTML は Office の備える高度なドキュメントの書式設定には対応していません。そのため、HTML がサポートしていない高度な書式設定とテキスト以外の要素は、再度 Office でファイルを編集する場合には作り直す必要がありました。さらに、異なるプラットフォームを使ってグループ作業に参加しているユーザーには、書式設定や Office 固有のデータ (Microsoft® Excel のグラフなど) は、読み込みができたとしても正しく表示されない場合もありました。
企業がイントラネットと World Wide Web から最大限の価値を引き出せるように、Microsoft は Microsoft Office 2000 を、バイナリのOffice形式 (.doc、.xls、.ppt、および.mdb) の標準ファイル形式と同様にHTMLを使用できるように設計しました。この戦略によって、Web ブラウザを持っているすべてのユーザーが、Microsoft Office 2000 で作成されたドキュメントを表示できるようになります。
ドキュメントの再現性の維持
ユーザーは、バイナリ形式を扱うときと同じように簡単にドキュメントを編集できます。Office 2000 は、ブラウザと Office アプリケーションの間でドキュメントの再現性を維持することで、HTML を単なるパブリシング フォーマット以上のものに変えています。ユーザーがファイルを HTML 形式で保存したときに、Office ドキュメントのコンテンツに関する詳しい情報が同時に格納されるので、Office 固有の書式とテキスト以外の要素すべてが保存されます。ユーザーがドキュメントを HTML 形式で保存し、後に Office を使ってドキュメントを再編集しても、重要な Office データ (Microsoft PivotTable® のダイナミック ビュー、複雑な Microsoft Excel のグラフ、列など) はいっさい失われません。
Office 2000 のHTML サポートにより、イントラネットまたはインターネットのためのコンテンツの作成、共有、および保守がこれまで以上に簡単になります。この資料では、HTML ファイル形式と両形式の間での往復のプロセス (ラウンド トリッピング) と、Office 2000 における HTML 関連のさまざまな機能強化について詳しく説明します。Office 2000 のブラウザ サポートについても説明し、この資料の付録では使用している用語の説明があります。Web コンテンツ オーサー、Web マスター、Office 2000 による Web 用のコンテンツの構築と管理を計画している人など、Office 2000 における HTML の「全体図」の理解に役立ててください。
Office 2000 – HTML サポートへのより優れたアプローチ
Office 2000 では、Office のバイナリ ファイル形式と同様に使用できる標準ファイル形式の 1 つとして、HTML が追加されました。HTML ファイル形式により、ブラウザを持つすべての人が Office 2000 の HTML ドキュメントを見ることができるというユニバーサル ビューイングの機能を提供できます。その結果、企業内外のすべてのユーザーが、これまで以上に簡単に Web 上で情報を共有し、グループ作業ができます。
HTML ファイル形式により、Office 2000 ユーザーは Office の HTML ドキュメントをバイナリ ドキュメントと同じように簡単に、また情報を失うことなく編集できます。このプロセスはラウンド トリッピングと呼ばれており、ドキュメント HTML 形式で保存した場合でも、リッチなコンテンツをすべて保存します。ユーザーは Office の中から、HTML ドキュメントのすべての書式と複雑なデータ (グラフや表など) を編集できます。
このセクションでは、Office 2000 の HTML サポートの基盤となっている主要な標準機能を簡単に紹介した後に、HTML ファイル形式とラウンド トリッピングについて詳しく説明します。
標準 － Office HTML の基本要素
HTML を標準ファイル形式と同様に利用し、Office 2000 でラウンド トリッピングを実装するために、Microsoft は既存の Web テクノロジをフルに取り入れました。特に Office 2000 の HTML 機能は、次の3つの重要な標準をベースにしています。
Hypertext Markup Language (HTML) － Office 2000 における HTMLサポートの基本となるテクノロジ。
· カスケード スタイル シート – HTML ドキュメントの書式を指定するためのメカニズム。
· Extensible Markup Language (XML) –表示方法と関係のないデータをHTML ドキュメントに格納し、保存するための手段。
これらの標準を詳しく説明している文献は数多くありますが、ここでは、これらの標準の概要を簡単に説明します。
Hypertext Markup Language

HTML は、全世界の研究者たちが情報を交換するためのテキスト形式として生まれました。今日 HTML は、インターネットとイントラネットの基本的な言語になっています。HTML 標準は Web ドキュメントの作成の基本とフレームワークを記述し、パラグラフや表などの単純な構造要素を定義しています。また、ドキュメントに画像をリンクしたり、テキストをレイアウトしたり、ファイルに Microsoft ActiveX® コントロールや Java アプレットなどのアクティブ コンテンツを埋め込む方法も定義しています。
基本的には、HTML ドキュメントはコンテンツとマークアップ タグを含んでいるテキスト ファイルです。マークアップ タグで、ドキュメントの書式属性と、ドキュメントにリンクされているテキスト以外のアイテム (図など) の配置やファイルの位置などの情報を指定します。HTML ファイルのコンテンツ情報はマークアップ情報とは別に格納しています。HTML ファイル形式の詳細については、この章の「HTML － 標準ファイル形式と同様に HTML の使用」を参照してください。
HTML は、HTML で書かれたドキュメントがあらゆる場所で表示できるように設計されています (「追加」の書式情報は、ユーザーが使用しているブラウザの能力に依存するオプションと見なされます)。すべてのブラウザは HTML をサポートしているので、ユーザーは HTML を共通形式として使って、Web 上で情報を共有できます。このように「ユニバーサル」な形式としての性質を持つため、HTML を使っていれば、古いブラウザを使用しているユーザーも、同僚が作成した新しいコンテンツを読めます。古いブラウザは、ファイルを読み込み、マークアップを最善の努力を払って解釈し、ドキュメントを表現します。ブラウザが新しいドキュメントに含まれている書式や要素を解釈できなかった場合には、未知の情報は無視されます。システムやブラウザがクラッシュすることはありません。
HTML 仕様を管理しているのは、World Wide Web 関連の標準の普及に務めているグループである World Wide Web Consortium (W3C) です。W3Cは、Microsoft を含むメンバーと共に、Web の新しい機能のための標準案を作成しています。
カスケード スタイル シート
カスケード スタイル シート HTML 仕様は W3C によって作成されました (HTML 3.2 標準として提案されました)。この仕様に従えば、HTML オーサーは HTML ドキュメントにスタイル シートを追加できます。スタイル シートには、ページ内のテキストのフォントなど、ページの表示方法に関するタイポグラフィカルな情報を含んでいます。カスケード スタイル シート仕様は、HTML ドキュメントのスタイル シートと、ユーザーの既存スタイルの混在方法についても定めています。
カスケード スタイル シートを使えば単純な太字や斜体以外の書式を扱うことができ、オーサーはドキュメント内の要素 (段落や図など) の配置をより細かく制御できます。カスケード スタイル シートの原理は、Microsoft Word のスタイルの概念に似ています。スタイル定義はユーザーが適用したいと考える書式属性を含んでおり、そのスタイルがページ上の特定テキストの範囲やその他のオブジェクトに適用されます。カスケード スタイル シートを使って書式を 1 回定義すれば、Word のドキュメントと同じように、スタイル定義を繰り返して指定しなくても、Web ドキュメント全体からその書式を参照できます。カスケード スタイル シートを使うと、ユーザーはスタイルを更新するだけで、ドキュメント全体にその変更を自動的に伝播させることができます。変更を複数の場所に手作業で加える必要はありません。このような理由から、カスケード スタイル シートのマークアップ メカニズムは、Web 用の HTML ドキュメントの作成手段として、HTML 書式マークアップの代わりとして使われるようになりつつあります。
Office 2000 はカスケード スタイル シートを取り込むと同時に、ブラウザの表現能力を超えたデータを保存できるように、ファイルへの情報の追加に使われる定義を拡張しています。たとえば、Word のユーザーは、ドキュメント内のほぼすべての要素にリッチな境界線スタイルを適用できますが、HTML やカスケード スタイル シートには相当する文字属性は存在しません。このため、より多くのユーザーがこのリッチな境界線スタイルを利用できるように、Microsoft は境界線スタイルを指定するための新しいカスタム カスケード スタイル シート プロパティを作成しました。さらに、Microsoftは境界線の種類ごとに、ブラウザが使用する近似的な表現を用意しました。この新しいカスケード スタイル シート プロパティを含んでいるドキュメントがブラウザに読み込まれると、ブラウザは、その能力に応じて、ドキュメントの表現に使用できる最も近い書式を使用します。一方、ユーザーがドキュメントを Word に読み込んで編集するときには、リッチな境界線のすべての情報が表示されます。カスケード スタイル シートを採用して、さらに仕様を拡張することにより、Office 2000 は HTML ドキュメントの書式設定の選択肢を拡げています。また、Office 2000 における HTML サポートにより、Office の HTML ドキュメントで作成したリッチな書式情報が、ブラウザでサポートされていない場合でも信頼の置ける形で保存されることが保証されます。
カスケード スタイル シートの2つのレベル
W3C は、カスケード スタイル シートの2つのレベルを定義しています。
· レベル 1 は、もっぱら従来のテキスト書式に対応しています。
· レベル 2 は、レベル 1 の書式設定を基本にしながら、ページ レイアウト、要素 (図や段落など)、その他のプレゼンテーション アイテムをより細かく制御できるようにしたものです。その中には Office には必要のないものも含まれています。
Office 2000 は、主にレベル 2 仕様のサブセットであるカスケード スタイル シートの配置機能を利用しています。現時点では、すべてのブラウザがレベル 2 の機能をすべてサポートしているわけではないので、ブラウザを使って Office 2000 HTMLドキュメントを表示したときの再現性に制限が課せられることがあります。カスケード スタイル シートをサポートしているのは、Microsoft Internet Explorer 4.x、Internet Explorer 5.x、および Netscape Navigator 5.xなどの最新のブラウザに限られています。
Extensible Markup Language

XML 標準は、ドキュメント プロパティや、オリジナル ドキュメントの作成に使われたアプリケーションを識別するヘッダーなど、HTML では表現できない情報を捕捉するための単純な構文構造を提供します。Office 2000 は XML を2つの重要な目的のために使用しています。
· Office ドキュメントに含まれる複雑な情報を保存するため。
· OfficeArt オブジェクトのデータ形式に含まれる複雑な情報を保存するため。
Office 2000 は、ドキュメントに含まれているが、ビジュアルな表現を持っていない情報をキャプチャするために XML を使用しています。この種のデータにはファイル プロパティ、ドキュメント設定、ファイルの構造、各種の HTML ファイルと Office ドキュメントの関係に関する詳細情報、Office 2000 がグラフや表などの要素を再作成するために使用する情報などがあります。Office 2000 アプリケーションは読み込み時にこの情報を利用して、ユーザーが最後にそのファイルを扱っていた状態にファイルを復元します。XML は、Office ドキュメントが HTML 形式で保存されたときに、ドキュメントのリッチなコンテンツを保存するので、ドキュメントの .doc バージョンと .htm バージョンの間で一貫性が保たれるだけでなく、XML をサポートするブラウザの表示では完全な再現性があります (ブラウザはドキュメントの XML マークアップを読み込み、テキスト以外の要素を正しく表現します)。
また、Office 2000 は OfficeArt オブジェクトのデータ形式に XML の一種である Vector Markup Language (VML) と呼ばれるデータ形式を使用しています。VML により、Office はページ内の図形やその他のオブジェクトに関するリッチなデータ記述を保存します。さらに、図を作成し、ページと共にダウンロードさせる必要がなくなるので、ダウンロードに要する時間も短縮できます。たとえば、オーサーがページと共に図をダウンロードさせないようにした場合、ブラウザはメインの HTML ドキュメントの中のデータ形式を読み込み、この情報を使ってページ上にグラフィックスを直接描画します。この直接描画アプローチでは、図を別途ダウンロードする必要がないので、ファイル サイズを減らし、ダウンロードに要する時間を短縮できます。
XML は、Office 2000 で将来のバージョンの Office のファイルを扱う場合の強力な後方互換性の基盤も提供します。Office 2000 は、直接サポートしていないテキスト以外の要素の書式設定の保存に XML マークアップを使用するので、将来のバージョンの Office で作られたドキュメントは、リッチなデータを失うことなく Office 2000 でも開けます。互換性の詳細については、このペーパーの「HTML ファイル中の未知の情報のインテリジェントな処理」を参照してください。
XML の言語規約と構文を管理しているのは W3C ですが、XML はデータ交換のために任意の人がカスタマイズできるように設計されています。カスタマイズを行う当事者が XML の構文規則に従っている限り、承認プロセスはまったく不要です。当事者は、そのデータを解釈するほかのツールを作成できるように、単に XML 形式を公開するだけでよいのです。
HTML – 標準ファイル形式と同様に使用
インターネットとイントラネットの基本的な言語としての HTML はグループ作業環境における重要なツールであり、ユーザーはこれをもとに Web を使って情報の共有やグループ作業ができます。Office 2000 は、Office のバイナリ ファイル形式と同様に使用できる標準ファイルの 1 つとして HTML を採用することにより、ユニバーサル ビューイング、再現性を完全に保ちながらの HTML ドキュメントの発行、およびリッチ コンテンツの保存機能をユーザーに提供します。
HTML ファイル形式は、Office バイナリ形式とは異なる形で情報を処理することで柔軟性を高めています。たとえば Office バイナリ ファイル形式では、ドキュメントのすべてのテキストおよび非テキスト コンテンツ (OfficeArtや書式情報など) は、一般に 1 つの Office バイナリ ファイルに格納されます。たとえば、ユーザーが文章と写真から構成される Office ドキュメントを作成した場合、文章のテキストとそれに付属する写真の両方が1つのバイナリ ファイルに格納されます。
一方、HTML ファイル形式では、すべての非テキスト コンテンツは別のファイルに格納され、メインの HTML ドキュメントにリンクされます。たとえば、ユーザーが文章と写真から構成される HTML ドキュメントを作成した場合、HTML は2つのファイルを作成します。
· 文章のテキストと書式を含む HTML ファイル
· 写真を含む第 2 のファイル
ユーザーが HTML ドキュメントをブラウザに読み込むと、この2つのファイルが組み合わされて、文章と写真の両方が表示されます。実際には、HTML は個別の非テキスト要素 (写真、表、グラフなど) を、テキストを含むファイルとは違う別のファイルに格納します。この複数ファイル アプローチにより、Office 2000 は XML を使って Office HTML ドキュメントのすべての要素を保存できるのです。一般に HTML 形式は、Office バイナリ形式よりも多くのファイルで構成されますが、特定の HTML ドキュメントを構成するすべてのファイルは、.htm ファイルと同じ名前を持つ1つのファイル フォルダにまとめられます。
Office 2000 は、HTML ファイル形式と現行のバイナリ ファイル形式の両方をサポートするように設計されています。また、Office HTML ドキュメントの編集、共有、または共同作成を行うユーザーたちは、より一貫性の高い形で表示と編集ができます。たとえば、それぞれの Office アプリケーションは異なるタイプのドキュメントを作成しますが、図形、OLE オブジェクト、テキストとテキスト書式などの一般的なドキュメント要素はすべてのアプリケーションに共通しています。HTML ファイル形式を使えば、Office 2000 はこれらの一般的なドキュメント要素を、一貫性のある形で表現できます。つまり、ブラウザを持っている任意のユーザーが Office HTML ドキュメントを読めるのです。つまり、この新しい HTML サポートにより、ユーザーは FrontPage ベースの Web サイトの中で Office ドキュメントの共有や交換をより簡単に行えます。
再現性を維持しながらの発行とユニバーサル ビューイングに加えて、Office 2000 では HTML ファイル形式を組み込みサポートするため、シームレスなラウンド トリッピングが可能となります。ラウンド トリッピングにより、ユーザーが HTML で保存した Office ドキュメントを、リッチな Office 固有のコンテンツを失うことなく、Office で再び開けるのです。次のセクションでは、ラウンド トリッピングの概要を示し、ラウンド トリッピングを使ってオーサーが Web ドキュメントをいかに効率的に編集できるかを説明します。
ラウンド トリッピングによるコンテンツの保存
Office 2000 はユニバーサル ビューイングを提供するだけでなく、ドキュメントに含まれるすべての Office 固有の書式、コンテンツ、およびプロパティを HTML 形式で保存できます。この保存プロセスはラウンド トリッピングと呼ばれるもので、ユーザーが HTML 形式で保存した Office ドキュメントを、Office で再び開いて編集しても、表、グラフ、OfficeArt、ページとテキストの書式、およびその他の非テキスト要素などの重要な Office データが失われることはありません。ラウンド トリッピングにより、Office ドキュメントを HTML 形式で保存して発行しても HTML オーサーは、次に Office でドキュメントを編集するときにコンテンツを作り直す必要はありません。また、ユーザーが Web にドキュメントを発行した場合、ほかのグループ作業者や同僚がドキュメントを Office 2000 アプリケーションで開いても、コンテンツや書式は失われません。
Office 2000 の HTML ラウンド トリッピング プロセスはきわめて単純な概念です。ユーザーが Office ドキュメントを HTML 形式で保存すると、Office 2000 は次にファイルが開かれたときに保存時の状態を復元できるように、HTML ファイルに必要なコンテンツを追加します。この追加情報は次の2つの形式を取ります。

· カスケード スタイル シートで定義されていない書式のためのカスケード スタイル シートのエクステンション
· ファイル プロパティ、OfficeArt、およびグラフのデータ形式といった非書式コンテンツのための XML マークアップ
ユーザーが Office 2000 で HTML ドキュメントを開くと、アプリケーションはこの追加情報を読み込み、PivotTable ダイナミック ビュー、グラフ、列、その他のテキスト要素などを含む Office 固有のすべての書式やコンテンツを、ドキュメント内に自動的かつ正確に再構築します。
注: すべてのブラウザが HTML、XML 、およびカスケード スタイル シートを Office 2000 と同じレベルでサポートしているわけでありません。そのため、Office 2000 が提供する最新の HTML 機能の中には、一部のブラウザでは利用できないものがあります。ブラウザの種類による Office 2000 の HTML 機能のサポートのレベルについては、このホワイト ペーパーの「新旧のブラウザの組み込みサポート」を参照してください。
HTML をより柔軟に扱いたいユーザーは、Office 2000 と FrontPage 2000 を組み合わせて使うことを検討してください。FrontPage 2000 は、次のような高度な HTML 機能を提供する Web サイト作成および管理用のツールです。
· 既存のHTMLなどの構成を保持したままFrontPageで編集可能
· HTML コードの直接編集
· パーソナライズされた HTML 書式設定
FrontPage 2000 の機能の詳細については、http://www.microsoft.com/frontpage/ を参照してください。
Office 2000 におけるその他の HTML 関連の機能強化
Office 2000 には、ユニバーサル ビューイング、ドキュメントの作成と編集の一貫性のある操作性、およびコンテンツの保存に加えて、高品質な Web ドキュメントの作成を支援する新機能がいくつも追加されています。次のセクションでは、これらの機能強化の概略を述べ、Web ドキュメントのオーサーにとっての利点について説明します。これらの機能の詳細については、Microsoft Office の Web サイト (http://www.microsoft.com/office/org) を参照してください。
Office全体での一貫性のある強化された文字書式設定機能
Office 2000 では、書式設定された情報を Office アプリケーション間でコピーできます。Office 2000 では、すべての Office アプリケーションに共通する書式属性が一貫性のある形で定義されているためです。さらに個別の Office 2000 アプリケーションごとに、書式設定の機能強化が図られています。たとえば、テキスト、段落、および表の書式指定がすべての Office 2000 ドキュメントに対して定義されています。この結果、すべての Office アプリケーションに共通する書式属性は、どのアプリケーションでも同じ形で表現されるため、ユーザーがクリップボードを使って Office アプリケーション間でコンテンツをコピーしても、書式はアプリケーション間で保たれます。この一貫性により、Office 以外のオーサリング ツールを使って Office フレンドリな HTML コンテンツを作成するユーザーが、書式設定に関して学ばなければならない知識も単純化されます。個別の Office アプリケーションでは、アプリケーション固有の書式設定の機能も定義されています。
また、Office 2000 では、ブラウザの中で表示している書式設定された HTML コンテンツを、Office アプリケーションに簡単にコピーできます。この機能の詳細については、このセクションの「HTML の一貫性のあるクリップボードの動作」を参照してください。
カスケード スタイル シートのアジア諸国言語のためのエクステンション
最近のバージョンの Microsoft Office は、アジア諸国におけるドキュメント作成業界にイノベーションをもたらしました。Microsoft は、製品のアジア諸国向けのバージョンにおける印刷制御を強化するカスケード スタイル シート エクステンションを定義し、これらのスタイル シート エクステンションを W3C に提案しています。これらのエクステンションは、認定されて、今後のブラウザに実装されることになると思われます。
Vector Markup Language

Office 97 において、Microsoft はすべての Office アプリケーションに共通する、ベクトル グラフィックスのための共有描画レイヤを作成し、リッチなグラフィカル機能を実現しました。Microsoft は、Office 2000 で、これらの描画を XML で実現する Vector Markup Language (VML) を開発しました。VML は HTML ドキュメント内のグラフィックスに関連する多くの重要な問題に対処したもので、オーサーは Web ドキュメント内のベクトル グラフィックスをより簡単に操作し、管理できます。
VML の大きな利点は、グラフィックスを変更するためにドキュメントのバイナリ バージョンに戻らなくても、HTML ドキュメントの中でネイティブなオブジェクトとしてベクトル グラフィックスを編集できるということです。Office 2000 以前では、HTML ドキュメントの中で非テキスト要素は画像としてしか扱えませんでした。
たとえば、HTML ドキュメントに青色の矩形を入れるとします。今までは、オリジナルの HTML ドキュメント (story.htm) に加えて、HTML ドキュメントが参照する画像ファイル (bluerect.gif) を用意する必要がありました。HTML ドキュメントをブラウザに読み込むと、ブラウザはまず story.htm を読み込み、次に bluerect.gif を別途読み込んで、ページ上の特定の位置に画像を描画していました。
Web 用のベクトル グラフィックス形式である VML を定義している Office 2000 では、Web ページ オーサーはメイン ドキュメントの一部として図形の情報を指定できます。上の例で言えば、HTML ページを読み込むブラウザは、画像を別のファイルとしてダウンロードするのではなく、図形の記述を読み込み、ページ上に図形を直接描画します。これにより、ダウンロードに要する時間が節約できます。また、Office 2000 は図としての保存も行うため、古いブラウザとも互換性のあるドキュメントが作成できます。また、ドキュメントを Office アプリケーションで再び読み込んだとき、オーサーはその矩形をネイティブなオブジェクトとして編集できます。この矩形は単なる画像ではなく、オブジェクトそのものだからです。対象ユーザーがベクトル グラフィックスをサポートするブラウザを持っていることがわかっていれば、出力に画像ファイルを含める必要はありません。これによりファイル管理が単純化されます。
VML には、ブラウザ内での結果の表現内容を強化する機能もあります。たとえば、サイズ変更の際のグラフィックスのスムーズなスケーリング、より適切なグラデーション、より高速な表示などです。Internet Explorer 5.0は VML のサポートが含まれています。
ActiveX コントロール
ActiveX コントロールは、ActiveX テクノロジを使って作成されたコンポーネントです。ActiveX コントロールはドキュメント内に含まれており、Office アプリケーションかブラウザで実行されます。HTML ドキュメント内に ActiveX コントロールへのリンクを埋め込む標準的な手法はすでに存在し、Office 2000 は、この標準的な定義を使って HTML に ActiveX コントロールへのリンクを埋め込んで保存します。オーサーは Office 2000 の高度な編集機能を使って、ActiveX コントロールを含む HTML ドキュメントの作成や変更ができます。
Web のオーサーは、ページに ActiveX コントロールへのリンクが含まれている場合、ユーザーのコンピュータ上にインストールされていない ActiveX コントロールは、ブラウザ内で表示されないことに注意する必要があります。これはバイナリの Office ドキュメントの中の OLE コントロールがリンクされていると同様です。
ドキュメントを表示しているコンピュータへ ActiveX コントロールをダウンロードするためには、オーサーはドキュメントへの ActiveX コントロールの埋め込みに使う <OBJECT> タグに特殊な属性を指定する必要があります。この属性を追加するには、Office の Script Editor を使うか、Microsoft FrontPage® Web サイト作成および管理ツールなどの HTML 編集ツールで直接追加します。オーサーがファイルを Office で開いても、ActiveX コントロールはローカル コンピュータへダウンロードされませんが、ユーザーがブラウザを使ってドキュメントを表示すると、ActiveX コントロールはユーザーのコンピュータに自動的にダウンロードされます (ただし、ユーザーのセキュリティが、コントロールのダウンロードが可能な状態に設定されている必要があります)。
ファイル プロパティ
Office 95 は、ドキュメントの検索や分類を行いやすいように、ファイルに対して設定できるリッチなプロパティのセットを定義しています。Office 95 と Office 97 のユーザーは、タイトル、作成者、会社名、コメントなどの定義済みのプロパティを使ったり、自分のファイルのためのカスタム プロパティを定義できます。Office 2000 では、このプロパティ セットを HTML ドキュメントでも使用できるようにしているので、ユーザーはバイナリ ドキュメントと同じように、Web ドキュメントも検索と分類ができます。さらに、これらのプロパティを Office バイナリ ドキュメントから読み取ることのできるOffice 2000は、HTML ドキュメントからの読み取りもできるように変更されています。

OLE オブジェクト
Office 95とOffice 97と同様に、Office 2000 は OLE オブジェクトを使って、複数のツールから Office ドキュメントにコンテンツを追加できるようにしています。また、Office 2000 では、ユーザーは HTML ドキュメントに OLE オブジェクトを挿入できます。これらの OLE オブジェクトは、ドキュメントを編集のために開いたときにも残っていますし、ブラウザ内でも正確に表示されます。このような再現性を実現するために、Office 2000 はバイナリ ドキュメントと同じようなアプローチを、HTML ドキュメント内の OLE オブジェクトの処理に使用しています。
バイナリ ドキュメントの例として、OLE オブジェクトを使って Microsoft Graph を Microsoft PowerPoint® プレゼンテーション ソフトウェア内で動作させ、スライドにグラフを追加する場合を考えてみましょう。この操作は、Office バイナリ ドキュメントに複数の情報のストリームを含めることができるためです。メイン ドキュメントとなる1つのストリーム以外に、OLE オブジェクト、Microsoft Visual Basic® for Applications その他のコンテンツのためのストリームが存在します。Office は OLE オブジェクト ストリームを、自分が理解できない情報の「容器」として扱い、その容器 (OLE オブジェクト ストリーム) をターゲットの Office アプリケーションにそのまま渡します。たとえば、ユーザーが Graph オブジェクトを PowerPoint® プレゼンテーション ソフトウェアの中で編集するとき、PowerPointはこれをOLEオブジェクトと見なし、それに関連付けられた情報の容器を見つけ出し、これを Graph アプリケーションに直接渡して読み込ませます。このように、Office バイナリ ドキュメントは、OLE オブジェクトや Visual Basic for Applications プロジェクトなどの複数の情報の容器を含む大きな樽と考えることができます。
これと同じように、Office 2000 も情報の容器を HTML ドキュメントの中に格納することで、HTML ファイル内の OLE オブジェクトを保存します。Office 2000 はオブジェクト (グラフなど) の表現、あるいはピクチャを作成し、そのピクチャをメイン ファイルにリンクします。HTML ファイルの中で、Office 2000 は、ピクチャが特殊であり、OLE オブジェクトであることを示すマークアップを追加します。HTML ファイルには、Graph アプリケーションがオブジェクトを読み込んで再作成するために必要な情報の容器の種類を指定する情報も含まれています。このように、Office 2000 HTML ファイルの中では、情報の1 つの容器つまりストリームは、HTML ドキュメント内の特定の OLE オブジェクトを読み込み、再作成するために必要な編集データを含みます。この結果、ユーザーがドキュメントをブラウザ内に読み込むと、そのドキュメントは PowerPoint などのオリジナルの Office アプリケーションで表示されたときとまったく同じように表示できるのです。
一貫性を保つために、Office 2000 は埋め込みオブジェクトを Office 97 と同様に扱います。たとえば、Word ドキュメントの中に Microsoft Excel のスプレッドシートが埋め込まれているとします。Office 2000 は Microsoft Excel オブジェクト、この例ではスプレッドシートを、ほかのすべての OLE オブジェクトと同じ方法で扱います。つまり、情報のストリームでスプレッドシートを正しく構築する方法が指定されているのです。Office 2000 は情報のストリームを HTML ドキュメントに渡し、HTML ドキュメント上でスプレッドシートが正しく構築されます。この操作によって、ユーザーがブラウザを使ってドキュメントを開いても、正しく構築されたスプレッドシートが表示されます。また、この表を操作する場合には、Microsoft Excel オブジェクトを直接、編集します。
Visual Basic for Applications マクロ
Visual Basic for Applications は、上級ユーザーが、Office アプリケーションの中で動作するプログラムから Office を制御するために使用するプログラミング言語です。Office 2000 では、HTML ドキュメントの中で Visual Basic for Applications マクロを利用できます。ユーザーが Office 2000 から HTML 形式でファイルを保存すると、そのドキュメントに含まれているマクロは、すべて HTML ドキュメントにリンクされている別の Office バイナリ ファイルの中に保存されます (マクロを含む Office バイナリ ファイルは、ドキュメントを構築するために必要なほかのすべてのファイルとともに、HTML ドキュメントの「マスター」フォルダに格納されます)。ユーザーが HTML ドキュメントを Office アプリケーションに再び読み込むと、マクロも自動的に読み込まれ、Office アプリケーションの中で実行されます。Visual Basic for Applications は、FrontPage 2000 にも新たに搭載されたので、ユーザーはイントラネット上のすべてのドキュメントで動作できるマクロを作成できるようになりました。
ハイパーリンク
Office 2000 では、Web 上に存在するドキュメント間だけでなく、Office で作成されたドキュメント間にさまざまなタイプのハイパーリンクを簡単に挿入できます。新しい Office 2000 のハイパーリンク機能により、ユーザーはドキュメントに関するさまざまなタイプのリンク情報を、現在のリンクがどこに存在するかも含めて単一のダイアログ ボックスから見ることができ、時間も節約できます。たとえば Office アプリケーションで開かれているファイルへのリンク、ブラウザで表示したドキュメントへのリンク、Word ドキュメントで使用されている見出しへのリンクなどを見ることができます。
このダイアログ ボックスには、ハイパーリンクに関連する幅広い機能が用意されています。
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ハイパーリンクにより、ユーザーはほかのドキュメント、電子メール アドレス、およびブックマークへのリンクをすばやく簡単に作成できます。さらに、ハイパーリンクの表示テキストを作成、編集したり、カスタムの ScreenTips を作成できます。Office 2000 のハイパーリンクにより、Web オーサーは閲覧ユーザーのために便利でわかりやすいナビゲーション ツールを柔軟に作成できます。
Web ページ プレビュー
Office の印刷プレビュー機能に似ている Web ページ プレビューにより、Office 2000 ユーザーは、ドキュメントの既定のブラウザでの表示をリアルタイムで見ることができます。ユーザーは面倒な操作をしなくても、HTML ドキュメントを何度でもプレビューできます。プレビューしたいドキュメントのファイル形式や名前を変更する必要はありません。ブラウザ内で見たときの書式とコンテンツの様子をすぐに見ることで、ユーザーはインパクトの強い Web ドキュメントをより効率的に作成できます。
Web ページ プレビューを提供するために、Office 2000 は現在のドキュメントの一時的なコピーを HTML として保存し、これをブラウザに読み込ませます。ドキュメントのプレビューの終了後は、Office 2000 はプレビューの表示過程で作成された一時ファイルを自動的にクリーンアップします。
正しいアプリケーション内での編集のサポート
Office アプリケーションを含むさまざまなツールによって HTML ファイルの作成と編集ができますが、Microsoft Windows® オペレーティング システムに .htm および .HTML ファイル タイプのエディタとして登録できるアプリケーションは 1 つだけです。しかしOffice 2000を利用すると、 Web オーサーは、1つのアプリケーションではなく、複数の Office アプリケーションを使って Web ドキュメントの作成と編集ができます。Office 2000 はユーザーが変更を加えるためにドキュメントを開いたときに、自動的に適切な Office アプリケーションで HTML ドキュメントを開き、編集作業の効率を高めます。
この機能は、Office 2000 が HTML ファイルを扱うためのアプリケーションまたはコンポーネントを持ち、そこから個別の HTML ドキュメントに対して適切な Office アプリケーションを開くようにしています。ユーザーがシェルまたはブラウザから HTML ファイルを編集すると、このコンポーネントが自動的に実行されます。コンポーネントは、まずその HTML ファイルが Office アプリケーションによって作成されたものなのかを判断します。そうであれば、ファイルを正しい Office アプリケーションに渡します。Word の HTML ファイルは自動的に Word に読み込まれ、PowerPoint の HTML ファイルは自動的に PowerPoint に読み込まれます。HTML ドキュメントが Office アプリケーションによって作成されたものでなかった場合、コンポーネントはファイルを、HTML ファイルの編集を行うアプリケーションとして (レジストリに) 登録されている既定のアプリケーションに渡します。
Office 2000 が HTML ファイルを扱うためのコンポーネントであるOffice 2000 HTML ハンドラ アプリケーションにより、ユーザーはHTML ファイルがどのアプリケーションを使って作成されたものなのかを知ることもできます。この情報を見るには、単に [ファイル] メニューから [開く] を選択します。Office 2000 は [開く] ダイアログ ボックスで、ファイル名を拡張子に基づいてフィルタリングし、さらにHTML ハンドラ アプリケーションを使って、選択されたファイルがどのアプリケーションに読み込まれるべきなのかを判定し、そのアプリケーションのアイコンを表示します。
Web テーマ
Office 2000 には、Microsoft FrontPage 98 で導入された機能である Web テーマが搭載されています。Web テーマにより、ユーザーはリストからテーマを選択するだけで、インターネットやイントラネットのための魅力的な Web ページを作成できます。Web テーマ機能により、ユーザーは Web ドキュメントのテキスト、グラフィックス、オブジェクト、および背景にスタイルを適用し、すべての要素に一貫性のある外観を与えることができます。Web テーマはテキストだけでなく、バナー、箇条書きのグラフィカルなブリット、水平線といったページ内のグラフィカルな要素に手軽に書式を適用するためのショートカットとしても利用できます。Office 2000 は、FrontPage 98 に用意されているテーマのサブセットが含んでいます。
次の [テーマ] ダイアログ ボックスの図は、Web テーマの強力な書式設定機能を示しています。
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この例では、ユーザーは「縞模様テーマ」を選択し、そのテーマの書式スタイルのサンプルを表示しています。ここで [OK] を選択すると、このテーマがドキュメント全体に適用されます。
テーマは FrontPage 2000 を使って編集し、パーソナライズした後に、Office ドキュメントで簡単に使用できます。
注: 現時点で Web テーマ機能を持っているのは Word 2000 と Microsoft Access 2000 だけです。また、PowerPoint 2000 は Web テーマ機能を使用しません。PowerPoint テンプレートには、Web テーマがサポートしていない追加機能が含まれているためです。ただし PowerPoint 2000 には、Word 2000 が使用している Web テーマが提供する書式設定に対応し、類似の結果を作り出す新しいプレゼンテーション デザインが含まれています。PowerPoint の将来のバージョンでは、Web テーマがサポートされる可能性があります。
Microsoft FrontPage 2000 との緊密な統合
Office 2000 とFrontPage 2000 の連係は強化されており、ユーザーは Web ページとサイトをより効率的に作成できます。シームレスな統合により、ユーザーは Word、PowerPoint、または Microsoft Access の情報を Web サイトに簡単に移動し、既存のドキュメントを手軽に Web のコンテンツとして活用できます。
FrontPage 2000 とほかの Office 2000 アプリケーションのスムーズな統合により、たとえばユーザーは Office ドキュメントを Web から直接に開き、Web に対して直接に保存できます。また、ユーザーはドキュメント内のスプレッドシート、ピボットテーブル要素、およびグラフといった Office Web コンポーネントを、FrontPage の中から直接に追加、編集、および管理することができます。FrontPage 2000 ドキュメントを編集するときには、すべてのコンテンツと書式が保存され、Office 2000 で再び開いたときには同じように表示されます。Word 2000 は FrontPage 2000 コンポーネントを含んでいるドキュメントを開いたときに、これらのコンポーネントを保存します。
また FrontPage 2000 は、コンテンツを効率的に作成できて使い慣れたある環境を提供します。FrontPage 2000 は Office と統合されているので、FrontPage 2000 の中で Word 2000 ドキュメントを開くと、Word が自動的に開き、ユーザーは使い慣れた環境で編集ができます。ツールバー、メニュー、ショートカット、そしてバックグラウンドのスペル チェック、HTML ヘルプ、テーマといったツールが共有されているため、FrontPage 2000 ユーザーはすべての Office アプリケーションで、オーサリングに関する機能を使用できます。
HTML の一貫性のあるクリップボードの動作
Office 2000 は HTML をクリップボードでの交換形式として使用します。このため、Office 2000 ユーザーはクリップボードを使って、表示されている HTML ドキュメントと Office ドキュメントの間でコンテンツのコピーや移動ができます。この際、Office のバイナリ ドキュメントの間で情報を移動するときと同じレベルの高度な再現性が得られます。つまり、ブラウザで HTML ドキュメントを表示しているときにも、バイナリの Office ドキュメントと同じように、Office 2000 アプリケーションに対して切り取り、コピー、貼り付け、およびドラッグ アンド ドロップ操作ができます。
たとえば、ブラウザ内でドキュメントを表示しているユーザーは、PowerPoint プレゼンテーションの間でコピーを行うときと同じほど簡単に、PowerPoint プレゼンテーションにリストをコピーできます。同じように、ユーザーが表示している HTML ドキュメントから Word ドキュメントに表のコピーと貼り付けを行うと、その表は書式が保たれた形で、つまり Word ドキュメントの間でコピーしたときと同じように挿入されます。Office 2000 では、ユーザーがブラウザ内の HTML ドキュメントと Office ドキュメントの間でクリップボード操作ができるので、HTML ファイルの既存のコンテンツを以前よりも簡単に活用できます。
さらに、Office 2000 は HTML をクリップボード交換での形式として使用しているので、Office 2000 アプリケーション間でテキストと書式をコピーし、貼り付けるときにも、より高度な再現性が実現されます。
ブラウザでの再現性の強化
ブラウザでの Office ドキュメントの再現性を保つために、Microsoft Excel 2000 と PowerPoint 2000 はドキュメントに Dynamic Hypertext Markup Language (DHTML) スクリプトを埋め込み、インタラクティブ性をブラウザにも与えています。たとえば PowerPoint は、スライドのビルド、テキスト アニメーション、およびナビゲーション バーなどの機能を提供するスクリプトを追加します。Microsoft Excel は、ワークブックと同じように見えるドキュメント ビューを作成するためのスクリプトを追加します。このビューでは、スクリーンの下部にタブがあり、ドキュメントに含まれるワークシート間でのナビゲーションが可能です。このように、ユーザーがOffice HTML ドキュメントをブラウザ内で見たとき、ドキュメントはそれに対応する Office アプリケーションで見たときと同じように表示されます。
Web スクリプティング
Web スクリプティングは、ブラウザ内で HTML ドキュメントに対して作用すアプリケーションを構築するためのプログラミング言語です。Visual Basic for Applications によって上級ユーザーがコンポーネントを作成し、Office アプリケーションに統合できるように、Web スクリプティングによって、上級ユーザーはブラウザ内で実行されるコンポーネントを作成し、統合できます。HTML オーサーが Web スクリプティングをより簡単に利用できるように、Microsoft Visual InterDev® Web 開発システムに付属している Microsoft Visual Studio® 開発システムの HTML スクリプティング シェルが Office 2000 には組み込まれています。
Web ドキュメント用の新しいドキュメント オプション
Office 2000 には、ファイルが Web 上で正しく動作するために必要な、HTML ファイル設定を制御するための一連の新しいオプションが追加されています。これらの設定により、ユーザーは編集作業の操作性を最適化したり、特定のブラウザに合わせて HTML ドキュメントを最適化できます。たとえば、ユーザーは特定のブラウザでサポートされていない機能を無効にしたり、HTML ドキュメントの作成と編集に関する設定を選択できます。
次のダイアログ ボックスは、Office 2000 で HTML ドキュメントを特定のブラウザに合わせて最適化できることを示す設定です。
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HTML ドキュメントの特定のブラウザに合わせた最適化に加えて、Web オーサーは編集作業を合理化し、オーサリングのニーズに合わせて HTML コンテンツの開発環境の生産性を高めるような設定を指定できます。次のダイアログ ボックスは、オーサリングと編集の環境を変更する簡単なカスタマイゼーションの例を示しています。
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幅広い編集環境オプションとブラウザ固有の最適化を提供する Office 2000 により、Web オーサーは自らのニーズと好みに基づいて、カスタマイズされた柔軟な編集環境が得られます。作成したドキュメントも、対象ユーザーのブラウザで高品質な表現の設定ができます。
HTML ファイルの中の未知情報のインテリジェントな処理
ユーザーが HTML ファイルを将来のバージョンの Office に簡単に移行できるように、Office 2000 には将来の Office HTML ファイルから未知のデータを読み込み、ファイルを保存するときにそのデータを残すテクノロジが搭載されています。オーサーが Office 2000 の知らない情報を含む HTML ドキュメントを開いたとき、Office 2000 はドキュメント内の未知の HTML、カスケード スタイル シート、および XML コンテンツを保存し、この未知のデータがファイル内のどこにあるかを記録します。次にユーザーがファイルを再び保存するとき、Office はそのデータを同じ場所に書き込みます。
たとえばユーザーが次のバージョンの Office を使って HTML ドキュメントを作成し、このドキュメントを、Office 2000 を実行している同僚と共有するとします。Office 2000 は HTML ドキュメントに含まれている未知のデータをそのままに処理できるように設計されているので、同僚がドキュメントを Office 2000 で開くと、Office 2000がサポートしている HTML ドキュメントの書式設定は正常に表示し、新しいバージョンの Office に固有の書式情報はそのままの形で残します。この機能は、アップグレードをスムーズにするだけでなく、後方互換性を高めることによって、アップグレードが段階的に進められる組織内でのグループ作業と情報共有をシームレスに行えるようにします。
新旧のブラウザの組み込みサポート
Web ユーザーは、Microsoft Internet Explorer 3.x、Internet Explorer 4.x、および Netscape Navigator 3.0 を含む、古いバージョンのさまざまなブラウザを使って、Office 2000 の HTML ドキュメントを見ることができます。しかし新しいブラウザは、高度な HTML 機能やカスケード スタイル シート機能など、Office 2000 が使用するテクノロジをより多くサポートしています。このため、Office 2000 ユーザーは、最適な HTML のパフォーマンス、再現性、および安定性を得るためには、Microsoft または Netscape Communications の最新のブラウザを使用することを勧めています。
特定のブラウザを対象とする必要がある場合は、FrontPage 2000 を使用することを検討してください。FrontPage 2000 を使うと、ユーザーはターゲットとする環境 (ブラウザ、サーバー、FrontPage Server Extensions、ASP、DHTML、CSS、Java、スクリプト) を事前に選択し、ターゲットのシステムでは使えない機能を自動的に制限できます。
注: Office 2000 の HTML サポートではカスケード スタイル シート要素が重要なので、Microsoft は現在、Netscape Navigator のカスケード スタイル シートの実装を強化し、Office 2000 が提供するすべてのスタイル シート機能をサポートできるように、Netscape Communications と共同作業を進めています。
Office 2000 には、オーサーが新しいブラウザに合わせて HTML 出力を最適化するオプションがあります。HTML ドキュメントを最適化することによって、重複する情報が不要になるため、表示のパフォーマンスを高めたり、ファイル サイズを減らすことができます。
Office 2000 は、豊かな能力を提供するためにさまざまなテクノロジを利用していますが、ブラウザによってはこれらのテクノロジをサポートしていないことがあります。このため、Office 2000 が備えている高度な HTML 機能の中には、一部のブラウザで利用できないものがある可能性があります。次の表は、Microsoft と Netscape Communications のそれぞれのブラウザ上で、どの Office 2000 HTML テクノロジがサポートされているかを示しています。ここに示した各ブラウザがどの機能領域をサポートしているのかを理解しやすいように、表の後のリストには、それぞれのテクノロジ (表の列) が可能にする Office 2000 の機能を示しています。
	
	HTML 3.2
	CSS 1.0
	CSS 2.0
	DHTML
	 XML 

	Microsoft Internet Explorer 3.02
	Yes
	Yes
	No
	No
	No

	Microsoft Internet Explorer 4.01
	Yes
	Yes
	Yes
	Yes
	No

	Microsoft Internet Explorer 5.0x
	Yes
	Yes
	Yes
	Yes
	Yes

	Netscape Navigator 3.02
	Yes
	No
	No
	No
	No

	Netscape Navigator 4.03
	Yes
	Yes
	No
	No
	No


次のリストは、上の表に示した個別のテクノロジに依存している、Office 2000 の機能または書式設定要素を示しています。
· HTML 3.2 － 表、段落、画像、基本的なテキスト書式、およびドキュメント ヘッダーなどの構造的なスタイル定義。単純なメモであれば、HTML 3.2 だけをサポートしている場合でも正常に表示されます。
· カスケード スタイル シート レベル1.0 － より豊富な書式設定と、ページに含まれている要素を基準としたレイアウト機能。
· カスケード スタイル シート レベル2.0 － テキストのレイアウトと、ページ内の要素の配置をより細かく制御できます。単に要素を既存の要素を基準として配置するだけでなく、ページ内で任意の 2 次元的な配置ができます。
· DHTML － ページ内のコンテンツの動的なスクリプティングが可能です。Office 2000 は、ブラウザ内に表示されたドキュメントのランタイムの変化を可能にするために DHTML を実装しています。これには、PowerPoint のアニメーションとナビゲーションや、Microsoft Excel のビジュアル効果などが含まれます。
· XML – HTML 内に含まれている XML を解析したり、XML の内容に基づいてページの外観を変更する機能を提供します。OfficeArtとVMLは XML を使用します。
注: Microsoft は、Office 2000 をこの表に示したブラウザでのみテストしています。これらのブラウザのこれ以前のバージョンと、ほかのメーカーや Windows 以外のプラットフォーム上のブラウザが、Microsoft がテストした Windows ブラウザと同じように Office 2000 ドキュメントを扱えるかどうかは不明です。現時点では、Microsoft Internet Explorer 4.01 for the Apple Macintosh と Microsoft Internet Explorer 4.01 for UNIX ではいくつかの非互換性が発見されています。Microsoft は、Office 2000 のリリース時期にできるだけ近い時点で、これらのブラウザの非互換性に対処する予定です。

一般的な疑問への回答
次に、Office 2000 が提供する拡張された HTML サポートに関する、ユーザーと管理者の立場からの一般的な疑問をいくつか示します。
· Microsoft Office のバイナリ ファイル形式は廃止されるのですか?
いいえ。Office 2000 は HTML 以外のドキュメントでは、Office のバイナリ ファイル形式を使用します。Office 2000 のファイル形式には Office 97 との互換性があります。Office 2000 は、Office 97 とのファイル形式の互換性を保ちながら、さまざまな新機能を追加しています。Office 2000 のファイルに固有の高度な機能と書式は、Office 97 アプリケーションで開いたときには表示されませんが、ほとんどの場合、Office 97 は下位のデータを保存し、Office 2000 で再びそのファイルを開いたときには元の状態のまま残されています。
注: Office 4.xと Office 95 には、ファイル形式が Office 97 と Office 2000 の形式とネイティブな互換性を持っていないアプリケーションが含まれています。また、Access 2000 は Unicode をサポートしており、これまでの Access で対応していなかった、さらに Access 97 形式でファイルを保存する機能を持っています。
· 1つの HTML ドキュメントをサポートするために複数のファイルが作成されるのはなぜですか?
Office のバイナリ ファイル形式は、ドキュメントに関するすべての情報と、そのコンポーネントを、1 つのバイナリ コンテナ、つまり 1 つのファイルに格納します。HTML は、画像、ワークシート、プレゼンテーションの中のスライド、およびドキュメントのその他の個別の要素ごとに独立したファイルを使用します。この複数ファイルのアプローチにより、ファイルを HTML 形式で保存し、再び Office で開いても、ドキュメントのコンテンツを保存できるのです。ファイル管理を楽にするために、Office 2000 はドキュメントごとにマスター ファイルを 1 つ作成します。また、画像を含んでいるファイルなどすべての参照先ファイルを、ドキュメントのマスター ファイルと同じ位置にある、1 つの管理しやすいフォルダに格納します。
· 一部のファイルのサイズが増えるのはなぜですか?
HTML ファイルは、バイナリ ドキュメントではなくテキスト ファイルとして表現されるので、Office のバイナリ ファイルよりも大きくなります。これは HTML の性質であり、標準に準拠する限り変えられません。
· HTML ファイルのファイル セキュリティを保証するにはどうすればいいのでしょうか?
Office 2000 ユーザーと管理者は、Web ドキュメントのセキュリティのために使っているのと同じ規則と習慣に従ってください。さらに、HTML 形式の Office ドキュメントは、バイナリ ドキュメントと同じネットワーク セキュリティ設定に従います。企業が新しい Web サイトを作成するときには、管理者はファイル共有ポイントに対してと同じように、そのサイトにアクセスし、コンテンツの作成を行うユーザーのために適切なアクセス権を作成する必要があります。これらの注意を払えば適切なセキュリティが確保されるはずですが、一部のタイプの情報でこれよりも高レベルのセキュリティが必要になるのであれば、そのタイプのデータについてはバイナリ ファイル形式だけを使用するようにします。
Microsoft Office 2000の詳細については、Microsoft の Web サイト (http://www.asia.microsoft.com/japan/office/) を参照してください。
HTML オーサーのためのその他のツールとリソース
次のリストに、Office 2000 のHTML オーサーに役立つほかの Microsoft ツールとリソースを示します。ここに示したツールの詳細については、Microsoft の Web サイト (http://www.microsoft.com/) で、または CD が付属する書籍として入手可能な 『Microsoft Office 2000 Resource Kit』（日本語版『Microsoft Office 2000 リソース キット』については、http://www.microsoft.com/japan/info/press/ を参照） を参照してください。
· Office Server Extensions — Office Server Extensions は、発行、グループ作業、およびドキュメント管理機能を追加する、HTTP サーバー上に置かれる Microsoft Internet Information Services エクステンションとその他のテクノロジを集めたものです。これらのエクステンションがサーバー上に存在すると、Office 2000、Windows エクスプローラ、および Web ブラウザの機能が拡張されます。Office Server Extensions は既存の Web サーバー テクノロジを置き換えるものではなく、Web サーバー上での Office の機能を拡張します。
· Office Web コンポーネント — スプレッドシート、グラフ、およびデータベースを Web に発行するための COM (Component Object Model) コントロールの集まりである Office Webコンポーネントは、Microsoft Internet Explorer の豊富なインタラクティブ性をフルに活用します。Office Web コンポーネントを含む Web ページをブラウズするユーザーは、ブラウザの中で情報を操作できます。たとえば、ソート、フィルタリング、計算式の値の入力、詳細情報の展開と縮小、ピボット操作などができます。Office Web コンポーネントは完全なプログラマビリティを持っているので、Office ソリューション プロバイダはリッチでインタラクティブな Web ベースのソリューションを構築できます。
· データ アクセス ページ — データ アクセス ページは、ユーザーが Microsoft Access 2000 で作成し、特定のデータのセットに連結する、リッチでインタラクティブな HTML ページです。ユーザーは、Office 2000 のプログラミング モデルと同じように、Visual Basic for Applications か Microsoft Script Editor を使って、データ アクセス ページのスクリプティングを行えます。さらに、ユーザーはスプレッドシートやグラフのコンポーネントなど、ほかの Office コンポーネントをデータ アクセス ページに組み込めます。
これらのツールに加えて、HTML オーサーと発行者は、Web ファイル管理、Web パブリシングの場所、およびその他の Web 関連の情報を、Microsoft の Web サイト (http://www.microsoft.com/) から入手できます。
Office 2000 HTML － さまざまな利点
HTML が標準ファイル形式の 1 つとして採用され、ラウンド トリッピングが実装されていることにより、Office 2000 ユーザーはユニバーサル ビューイングと一貫性のある操作性が実現します。また、これらの機能によって、ユーザーは Office で使い慣れている強力な書式設定ツールに関する専門知識を利用して、リッチな HTML コンテンツを作成できます。
次に、Web ドキュメントの制作者、Web マスター、および企業にとっての、Office 2000 の HTML の主な利点を示します。
· Office 2000 の HTML ドキュメントは、ユニバーサル ビューイングが可能です。Office 2000 で作成したドキュメントは、任意のプラットフォーム上の、ブラウザを持っているあらゆる人が見ることができるので、情報の共有とグループ作業がこれまで以上に簡単になります。
· ドキュメントは、ブラウザの表示能力にかかわらず、Office 2000 の書式設定とプロパティを保存します。Office 2000 で作成され、編集された HTML ファイルは、オペレーティング システム固有の書式の一部をユーザーのブラウザが直接にサポートしていない場合でも Office ドキュメントのリッチな書式設定はすべて保存されます。このように、リッチな書式設定がすべて保存されるために、ユーザーは HTML ファイルを編集するたびに書式を作り直す必要はなく、時間の節約になります。
· HTML デザイン ツールはコンテンツ開発の合理化を促進します。Office 2000 には、Microsoft FrontPage 98 に含まれている Web テーマとデザイン テンプレートのサブセットが付属しています。ユーザーはこれらの使いやすいツールを、効果的な HTML ドキュメントをより短期間で作成するためのショートカットとして使用できます。
· ユーザーは、Office の使い慣れたコンテンツ開発ツールを使って HTML ドキュメントを作成できます。ユーザーは、Office 2000 に内蔵されている効率的な編集および書式設定ツールに関する専門的な機能を利用して、HTML ドキュメントの作成と更新ができます。
· ユーザーと管理者は、業界標準をベースにした強固なテクノロジを利用できます。Office 2000 は、標準の HTML ファイル形式を使ってユニバーサル ビューイングを実現しています。さらに、ラウンド トリッピングが書式設定を保存するために XML を使う方法には、XML 構文の標準セットとの一貫性があります。また、ラウンド トリッピングはカスケード スタイル シートも利用していますが、この際には現在の (W3C によって定義されている) 標準に従うと同時に、ユーザーのブラウザ テクノロジによって表現できる情報を Office 2000 アプリケーションがファイルに追加できるように、標準を拡張します。
· HTML ドキュメントは、Office で開き直したときに、より正確に表示されるようになっています。ラウンド トリッピングは、Office 2000 ファイルが HTML 形式で保存されたときに、表、グラフ、列、および OfficeArtなどの複雑なドキュメント要素を保存します。ユーザーが後に編集を加えるために Office で HTML ファイルを開くと、すべての書式と複雑な要素が再構築され、正しく表示されます。
· コンテンツ開発者は、ダウンロード速度をより細かく制御できます。Web 用のベクトル グラフィックス形式の標準案 (VML) により、コンテンツ オーサーが、グラフィックスを別のファイルから読み込ませるのではなく、ページ上にベクトル グラフィックスを直接に描画するための指示をメインの HTML ファイルに埋め込みます。ブラウザはページを読み込みする際に、画像ファイルを別途ダウンロードすることなく、図形の描画指示を読み取り、その図形をページ上に直接に描画します。
· ユーザーは HTML ドキュメントの中の非テキスト要素をより効率的に編集できます。Office 2000 HTML ドキュメント内のグラフ、Microsoft WordArt、およびその他の非テキスト要素は、ドキュメントが Office アプリケーションで開かれたときに、単なる画像ではなくネイティブ オブジェクトとして編集できます。
· 企業とユーザーは、将来のバージョンの Office を使用するときに、シームレスな後方互換性を期待できます。Office 2000 は、HTML ドキュメントにある未知の書式や非テキスト要素をすべて保存します。このため、ユーザーが将来のバージョンの Office の最新の書式機能を使って HTML ドキュメントを作成した場合、まだ Office 2000 を使用している同僚も、そのドキュメントを正常に開けます。この際、Office 2000 が理解できないコンテンツは、すべて自動的にそのまま残されます。このように Office 2000 は将来のバージョンの Office へのスムーズなアップグレードを保証し、アップグレードが段階を追って行われるような企業でも、シームレスなグループ作業と情報共有を簡単にできるようにすることで、企業のソフトウェアに対する投資を保護します。
Office 2000 における優れた HTML サポートにより、ユーザーは従来のバイナリの Office ドキュメントと同じほど簡単に、リッチな Web ドキュメントを作成し、変更できるようになります。また、Office 2000 ユーザーは HTML ドキュメントの作成、編集、表示、および共有の過程で、一貫性のある操作性で作業ができます。さらに、Office 2000 は、一部の要素がブラウザ テクノロジでサポートされていない場合でも、ユーザーが作成したリッチな Office コンテンツをすべて保存します。
要約
Office 2000 の背後にあるビジョンは、使い慣れている Office ツールを使って、自分のアイデアを表現し、情報を分析できるようなパワーをユーザーに提供することです。Office 2000 HTML の背後にあるビジョンは、ユーザーが Web という重要な新しい配布メカニズムをフルに活用し、アイデアをより多くの人に公開できるようにすることです。
Office 2000 は、HTML ファイル形式と Office バイナリ形式の両方をサポートすることにより、ユニバーサル ビューイングを現実のものとし、Office ドキュメントを、ブラウザを持っているすべてのユーザーと共有できるようにしました。また、ラウンド トリッピングによって、ブラウザの能力にかかわらず、HTML ドキュメントの中で高度な Office コンテンツが保たれることを保証します。これらの革新的な機能拡張と、実証済みのコンテンツ開発ツールが含まれるOffice 2000 は、企業とユーザーが、イントラネットとインターネットを活用して、コミュニケーションとグループ作業のニーズをこれまで以上に簡単に実現することができるようになります。
付録: 用語説明
次の定義は、この資料を読むうえで、また今後のクイック リファレンスとして役立ててください。
ActiveX コントロール
ActiveX テクノロジを組み込んだ再利用可能なソフトウェア コンポーネント。これらのコンポーネントを使うと、アニメーションやポップアップ メニューなどの特殊な機能を Web ページ、デスクトップ アプリケーション、およびソフトウェア開発ツールに追加できます。ActiveX は、Visual C、Visual C++、Visual Basic、および Java を含む幅広いプログラミング言語で作成できます。
Dynamic Hypertext Markup Language (DHTML)

Dynamic Hypertext Markup Language (DHTML) は、Microsoft によって、Hypertext Markup Language のエクステンションとして開発されたものです。DHTML により、オーサーはページ要素のレイアウトをより細かく制御できます。また、ユーザーはサーバーとのやりとりをしなくても、Web ページの変更や操作ができます。
Extensible Markup Language (XML)

Extensible Markup Language 標準は、情報を記述するための構造化構文を提供するもので、必須の構文に関する少数の単純な規則を持っています。XML は、HTML の使いやすさを踏襲しながら、データと書式を明確に区別し、HTMLにはない拡張性のメカニズムを提供しています。
Hypertext Markup Language (HTML)

World Wide Web 上のドキュメントに使用されているマークアップ言語。HTML は、タグを使ってドキュメント内のテキストやグラフィックスなどの要素をマークし、Web ブラウザがこれらの要素をユーザーに対してどのように表示すべきかを指示する、SGML (Standard Generalized Markup Language) の応用例です。ブラウザがユーザー アクション (キーの押下やマウス クリックによるリンクのアクティブ化など) に対してどのように反応すべきかという事柄についても、タグを使って指示します。Internet Engineering Task Force (IETF) によって定義されたHTML 2.0 は、1995 年の時点ですべての Web ブラウザに共通していた HTML の機能を含んでおり、World Wide Web 上で広く使われた最初のバージョンの HTML でした。今後の HTML の開発はWorld Wide Web Consortium (W3C) によって行われます。ほとんどの Web ブラウザ、特にInternet Explorer と Netscape Navigator は、現在の標準に含まれている以上の HTML タグを認識します。最新の HTML のバージョンは4.0 です。
Office Server Extensions

Office Server Extensions は、発行、グループ作業、およびドキュメントの管理機能を追加する、HTTP サーバー上に置かれる Microsoft Internet Information Services エクステンションとその他のテクノロジを集めたものです。Office Server Extensions は既存の Web サーバー テクノロジを置き換えるものではありません。
Office Web コンポーネント
スプレッドシート、グラフ、およびデータベースを Web に発行するための COM コントロールを集めたものです。Microsoft Internet Explorer のリッチなインタラクティブ性をフルに活用できます。ドキュメントが Office Web コンポーネントを含む場合、ユーザーはブラウザの中から情報を直接に操作できます。たとえば、ソート、フィルタリング、計算式の値の入力、詳細情報の展開と縮小、ピボット操作などを行うことができます。
Standard Generalized Markup Language (SGML)

Standard Generalized Markup Language (SGML) は、国際標準化機構 (ISO) が1986 年に採用した、書式、索引、およびリンク情報を保持する、プラットフォームとアプリケーションに依存しないドキュメントを実現するための情報管理標準です。SGML は、文法のようなメカニズムによって、ドキュメントの構造と、個々のドキュメントの中で構造を指示するために使用するタグをユーザーが定義できるようにしています。
Vector Markup Language (VML)

HTML ドキュメント内のベクトル グラフィックスのための XML 形式の仕様案です。Microsoft が概要を定め、Hewlett-Packard、Visio、および Macromedia を含む数社が支持しています。Vector Markup Language (VML) には、サイズ変更の際のグラフィックスのスムーズなスケーリング、より優れたグラデーション、より高速な表示など、ブラウザ内でドキュメントを表現するための機能も含まれています。
Worldwide Web Consortium (W3C)

World Wide Web に関連するすべての分野での研究を管理し、標準を推進している、商業および教育機関のコンソーシアム。Microsoft は W3C のメンバーです。
XML 

Extensible Markup Language を参照
カスケード スタイル シート
HTML ドキュメントのオーサーとユーザーが HTML ドキュメントにスタイル シートを追加できるように拡張した Hypertext Markup Language (HTML) 仕様で、World Wide Web Consortium (W3C) によって作成されました。スタイル シートには、ページ内のテキストのフォントなど、ページの外観に関するタイポグラフィカルな情報を含んでいます。また、この仕様は HTML ドキュメントのスタイル シートとユーザーのスタイルを混在させる方法についても定めています。カスケード スタイル シートは HTML 3.2 標準の一部として提案されたものです。カスケード スタイル シート メカニズム、あるいは CSS1 とも呼ばれます。
データ アクセス ページ
ユーザーが Microsoft Access 2000 で作成し、特定のデータのセットに連結したリッチでインタラクティブな HTML ページです。ユーザーは、Visual Basic for Applications または Microsoft Script Editor を使って、データ アクセス ページのスクリプティングができます。
ユニバーサル ビューイング
任意のプラットフォーム上のすべてのユーザーが、任意のブラウザで、Microsoft Office を使って作成された任意のドキュメントを読めるようにする Office 2000 の能力のことをいいます。ドキュメントには Microsoft Excel のグラフや OfficeArt の絵などのリッチな書式要素を持つドキュメントが含まれます。
ラウンド トリッピング
HTML ドキュメントの Office 固有の書式とプロパティを保存するプロセスです。これにより、Office ユーザーと Web ブラウザのユーザーは、品質を低下させることなく、リッチな書式を持つドキュメントを交換できます (ブラウザが、Office 2000 のレベルの HTML、XML、またはカスケード スタイル シートをサポートしている必要があります)。ユーザーが Office ドキュメントを HTML 形式で保存すると、Office 2000 は次にユーザーがこのファイルを開いたときに元の状態を復元できるように、ファイルに必要なコンテンツを追加します。HTML ファイルに追加されるコンテンツは、XML マークアップ (ファイル プロパティや OfficeArt のような、書式以外のコンテンツ) と、カスケード スタイル シート仕様のエクステンション (仕様に定義されていない書式設定) から構成されます。ユーザーが Office で編集するためにこの HTML ドキュメントを開くと、アプリケーションはこの追加情報を読み込み、これを使ってすべての Office 固有の書式とコンテンツ (ピボット テーブルのダイナミック ビュー、列、およびその他の非テキスト要素) を正確に再構築します。
関連情報: http://www.microsoft.com/japan/office/
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ご注意


このドキュメントは製品の開発段階における情報をもとに作成されています。


したがって機能、仕様、用語、その他に関して、最終的な製品では本書に記述されている内容から変更される場合があります。あらかじめご了承ください。
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